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本多正徳



70歳代 女性 既往：肝硬変

• 2日前から黒色便があり、消化管出血が疑わ
れた。また1ヶ月以上前から腰痛増悪があり、
両者の精査加療を行う方針となった。

• 消化管内視鏡検査では明らかな出血源を認
めなかった。入院時に行ったCTで両側腸腰筋
膿瘍が見られた。血液培養でStreptococcus 
salivariusを検出し、CEZ点滴開始した。

• MRI（7病日）で腰椎椎体椎間板炎も確認され
た。















第9病日 CTガイド下ドレナージ







第23病日CT
ドレーンが膿瘍腔より逸脱
膿瘍は仙腸関節腹側残存







i Guide ドレナージ
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その後CTで膿瘍の縮小

リハビリテーションの継続のため
63病日に転院



ｉ-Ｇｕｉｄｅとは・・・

Ｄｙｎａ ＣＴを利用してターゲットと穿刺部位を

決定することにより、透視画面上にナビゲー

ション用のラインが表示される。



穿刺部位とターゲットの決定



穿刺部位とターゲットの決定



３Ｄ表示での確認









・ 穿刺部位とターゲットの確認が容易である。

・穿刺針の挿入の様子がリアルタイムで表示される。

・ナビゲーションラインが表示されるので、ターゲットを

正確に生検することができる。

・ ガントリーがないため、作業スペースが比較的広い。

CTガイド下IVRが難しい症例でも
容易に手技が可能な場合がある。

＜ｉ-Ｇｕｉｄｅの特徴＞


